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１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
１
日
も
は
や
い
復
興
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
京
都
府

病
院
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
能
登
半
島
地
震
の
被
災
者
の

方
々
に
思
い
を
馳
せ
、
中
に
は
実

際
に
支
援
を
行
い
な
が
ら
新
春
を

お
迎
え
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
年
の

干
支
は
甲
辰（
き
の
え
た
つ
）で
す
。

辰
年
は
陽
の
気
が
動
き
、
活
力
旺

盛
に
な
っ
て
大
き
く
成
長
し
、
形

が
整
う
年
と
言
わ
れ
て
お
り
、
活

力
が
社
会
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

も
昨
年
５
月
よ
り
２
類
相
当
か
ら

５
類
と
な
り
社
会
の
対
応
も
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。
病
院
内
で
は
感
染

対
策
上
制
限
が
完
全
に
は
解
除
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
面
会
制

限
の
緩
和
・
中
止
な
ど
い
ろ
い
ろ
変

化
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
は
ま
だ
終
わ
っ
た
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
こ
の
４
年
間
社
会
に

大
き
な
影
響
を
与
え
医
療
で
は
外
来

患
者
・
入
院
患
者
の
減
少
な
ど
種
々

の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。こ
の

４
年
間
日
本
に
お
い
て
は
海
外
と
比

較
す
る
と
死
者
数
も
少
な
く
医
療

対
応
は
デ
ー
タ
か
ら
見
る
限
り
大

き
く
崩
れ
る
こ
と
な
く
日
本
ら
し
く

対
応
で
き
た
と
考
え
ら
れ
、
反
省

点
も
あ
り
ま
す
が
、
対
応
さ
れ
た

医
療
関
係
者
全
員
に
心
よ
り
敬
意

と
感
謝
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
10
月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た

京
都
病
院
学
会
で
は
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
盛
会
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
12
月
８
日
〜
９
日

に
行
い
ま
し
た
病
院
長
研
修
で
は

倉
敷
中
央
病
院
を
見
学
し
ま
し
た
。

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
が
外
部
と

繋
が
っ
て
お
り
外
部
・
内
部
間
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
十
分
担
保
し

て
い
る
こ
と
や
圧
倒
的
な
Ｄ
Ｘ
部

門
へ
の
人
員
配
置
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
歴
史
に
も
感
動
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
以
前
よ
り

多
く
の
方
が
主
張
し
て
い
る
よ
う

に
電
子
カ
ル
テ
や
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
全
国
共
通
で
あ
る
こ

と
が
必
要
で
現
在
の
よ
う
な
各
病

院
・
各
地
域
で
基
本
形
が
ば
ら
ば

ら
な
状
態
は
好
ま
し
く
な
く
共
通

化
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
参
加
者
の

懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
12
月
11
日
に
は
看
護

師
特
定
行
為
研
修
の
講
演
会
を
開

催
し
、
関
西
医
科
大
学
で
多
く
の

看
護
師
特
定
行
為
研
修
修
了
者
を

輩
出
し
見
事
に
活
用
さ
れ
、
修
了

者
自
身
も
周
囲
も
満
足
し
て
い
る

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
令
和
６
年
２
月
６
日
に
新
春

懇
親
会
・
講
演
会
と
し
て
テ
レ
ビ

番
組
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
日
蓮
宗

法
華
寺
ご
住
職
の
杉
若
恵
亮
様
に

「
”身
心
一
如”

の
コ
コ
ロ
話
」
と
題

し
て
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

す
と
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
２
０
２
４
年
度
に
は
医
師

の
働
き
方
改
革
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

日
本
医
師
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
り
ま
す
と
救
急
体
制
が
維
持

で
き
る
の
か
、
医
療
の
質
や
量
を

維
持
で
き
る
の
か
と
い
う
懸
念
を

持
つ
医
療
関
係
者
が
多
い
こ
と
が

窺
え
ま
す
が
２
０
２
４
年
度
に
な

ら
な
い
と
不
明
な
こ
と
も
多
く
あ

る
と
考
え
ら
れ
今
後
も
注
視
し
対

応
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
の
推
計
に
よ
り
ま
す
と
、

地
域
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
違
い
は

あ
り
ま
す
が
日
本
全
体
で
は
２
０

２
５
年
に
は
外
来
医
療
需
要
は

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
２
０
３
０
年
か

ら
２
０
４
０
年
に
は
入
院
医
療
需

要
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
一
方

生
産
年
齢
人
口
は
減
少
し
働
き
手

は
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
ゆ
き
ま
す
。

本
来
の
働
き
方
改
革
も
進
め
る
必

要
が
あ
り
、
業
務
の
効
率
化
や
外

国
人
労
働
者
雇
用
や
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
・

シ
フ
ト
や
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ａ
Ｉ
を
利

用
し
た
Ｄ
Ｘ
な
ど
を
進
め
る
べ
く
、

会
員
病
院
も
手
探
り
状
態
で
努
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が

と
も
に
情
報
共
有
し
情
報
発
信
を

行
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

外
来
医
療
に
お
い
て
は
か
か
り

つ
け
医
機
能
を
担
う
医
療
機
関
と

新
年
新
年
の
ご
の
ご
挨
拶
〜
辰
年

〜
辰
年
を
迎
え
て
え
て
〜

若　
園　
若　
園　
𠮷　
裕

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
会
長

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
会
長

新
年
の
ご
挨
拶
〜
辰
年
を
迎
え
て
〜

若　
園　
𠮷　
裕

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
会
長
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紹
介
受
診
重
点
医
療
機
関（
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
悪
性
腫
瘍
手
術
の
前

後
や
外
来
化
学
療
法
、
外
来
放
射

線
治
療
や
紹
介
患
者
に
対
す
る
外

来
を
担
う
）と
な
る
病
院
と
で
機

能
を
明
確
に
す
る
方
向
性
が
打
ち

出
さ
れ
地
域
に
お
け
る
外
来
機
能

の
明
確
化
・
連
携
を
図
る
と
と
も

に
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
強
化
も

図
り
た
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
地
域
に
よ
り
事
情
が
異
な

り
進
め
方
も
一
様
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

入
院
医
療
で
は
今
後
第
８
次
医

療
計
画
と
連
動
し
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
さ
れ
た
地
域
医
療
構
想
が

す
す
め
ら
れ
ま
す
が
、
地
域
に
お

い
て
機
能
の
異
な
る
病
院
や
診
療

所
な
ど
の
よ
り
一
層
強
い
連
携
が

望
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

後
と
も
地
域
の
た
め
に
医
師
会
と

と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
よ
り
連
携

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ら

あ
り
が
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、新
た
な
年

令
和
６
年
が
飛
躍
の
年
に
な
る
こ
と

を
祈
念
し
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て

す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

に
、
ま
た
会
員
病
院
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度　
京
都
府
保
健
医
療
・

京
都
府
保
健
医
療
・

救
急
医
療
功
労
者
等
知
事
表
彰

救
急
医
療
功
労
者
等
知
事
表
彰

令
和
５
年
度
京
都
府
保
健
医
療
・

救
急
医
療
功
労
者
等
知
事
表
彰

　

令
和
５
年
度
京
都
府
保
健
医
療
・

救
急
医
療
功
労
者
等
知
事
表
彰
の

表
彰
式
が
11
月
28
日（
火
）に
執
り

行
わ
れ
、
京
都
府
病
院
協
会
か
ら

は
保
健
医
療
・
救
急
医
療
の
各
部

門
に
お
い
て
、
個
人
２
名
、
２
団

体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

は
左
記
の
と
お
り
。
先
生
方
の
受

賞
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

丹
後
中
央
病
院

吉　

田　

憲　

正
氏

（
京
都
済
生
会
病
院
）

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー

《
保
健
医
療
功
労
》

個
人
の
部

団
体
の
部

黒　

田　

啓　

史
氏

（
京
都
市
立
病
院
）

《
救
急
医
療
功
労
》

個
人
の
部

団
体
の
部 本

会
か
ら

個
人
２
名
、２
団
体
が
受
賞

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

《
救
急
医
療
功
労
》

森　

本　

泰　

介
氏

《
産
科
医
療
功
労
》

大
久
保　

智　

治
氏

（
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
）

本
会
か
ら
２
名
が
受
賞

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
表
彰
式
が

９
月
８
日（
金
）に
執
り
行
わ
れ
、京
都
府
病
院
協
会

か
ら
は
救
急
医
療
・
産
科
医
療
の
各
部
門
に
お
い
て
、

個
人
２
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。受
賞
者
は
左
記
の

と
お
り
。

先
生
方
の
受
賞
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。
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目
前
に
迫
っ
た
医
師
の
働
き
方

改
革
で
は
、
医
師
免
許
を
保
有
し

て
い
な
く
と
も
実
施
可
能
な
業
務

を
他
職
種
に
移
管
し
、
医
師
は
医

師
で
な
け
れ
ば
実
施
で
き
な
い
業

務
に
特
化
す
る
タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ

ン
グ
の
重
要
性
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
特
に
、
外
科
術
後
管
理
、
術

中
麻
酔
管
理
、
救
急
領
域
な
ど
の

特
定
行
為
を
実
施
で
き
る
看
護
師

を
育
成
し
、
そ
の
活
動
を
院
内
で

支
援
し
て
い
く
こ
と
は
、
各
医
療

機
関
に
お
け
る
医
療
の
質
の
向
上

に
も
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
当
会
で
は
特
定
行
為

研
修
制
度
を
臨
床
現
場
に
定
着
さ

せ
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く

た
め
本
年
度
も
12
月
11
日（
月
）に

看
護
師
特
定
行
為
研
修
会
を
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
看
護
師
特
定
行
為
研

修
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
実
践

さ
れ
て
い
る
関
西
医
科
大
学
附
属

病
院
の
看
護
部
長
島
村
里
香
先
生

か
ら
管
理
的
な
立
場
と
し
て
「
特
定

行
為
研
修
修
了
看
護
師
の
育
成
と 

組
織
的
配
置
に
お
け
る
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
、同
病
院
の
看
護
副
部
長

稲
井
久
美
子
先
生
か
ら
、よ
り
現
場

に
近
い
立
場
と
し
て
「
特
定
行
為

研
修
修
了
看
護
師
の
複
数
配
置
に

よ
る
効
果
的
な
活
用
」
と
題
し
て
、

ご
講
演
を
頂
戴
し
た
。
当
日
は
77

名
の
参
加
を
得
て
、
盛
会
の
う
ち

に
終
了
を
迎
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
た
び
の
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
の

安
全
と
１
日
で
も
早
く
平
穏
な

生
活
に
戻
ら
れ
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

「 

看
護
師
特
定
行
為
研
修
会
２
０
２
３
」を

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

京
都
府
病
院
協
会
主
催

京
都
府
病
院
協
会
主
催

京
都
府
病
院
協
会
主
催

会　

長　

若　

園　

𠮷　

裕

（
京
都
桂
病
院
）

副
会
長　

小　

林　
　
　

裕

（
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
）

副
会
長　

佐　

藤　

敦　

夫

（
国
立
病
院
機
構 

南
京
都
病
院
）

理　

事　

尼　

川　

龍　

一

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
）

理　

事　

池　

田　

栄　

人

（
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
）

理　

事　

尾　

池　

文　

隆

（
三
菱
京
都
病
院
）

理　

事　

吉　

岡　

隆　

一

（
京
都
府
立
洛
南
病
院
）

理　

事　

吉　

田　

憲　

正

（
京
都
済
生
会
病
院
）

理　

事　

水　

野　

敏　

樹

（
京
都
鞍
馬
口
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

澤　

田　

秀　

幸

（
国
立
病
院
機
構 

宇
多
野
病
院
）

理　

事　

黒　

田　

啓　

史

（
京
都
市
立
病
院
）

理　

事　

小　

池　
　
　

薫

（
国
立
病
院
機
構 

京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

阪　

上　

順　

一

（
市
立
福
知
山
市
民
病
院
）

理　

事　

岩　

本　

一　

秀

（
京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

監　

事　

森　

本　

泰　

介

監　

事　

辰　

巳　

哲　

也

（
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　

京
都
府
、
京
都
府
病
院
協
会
で

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
10
月
28
日

（
土
）に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
ｎｅ
ｔ

の
協
力
を
得
て
、「
２
０
２
３
年
度

Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
・
人
工
呼
吸
講
習
会
」
を

開
催
し
た
。
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
例
を
経

験
さ
れ
た
京
都
府
内
の
医
療
機
関
に

勤
務
す
る
医
師
、
看
護
師
お
よ
び

臨
床
工
学
技
士
等
を
対
象
と
し
て
、

60
名
の
参
加
を
得
て
、
非
常
に
有

意
義
な
講
習
と
な
っ
た
。

　

当
日
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
お
務

め
い
た
だ
い
た
先
生
方
は
左
記
の

と
お
り
。

京
都
府
と
の
共
催

京
都
府
と
の
共
催
で
「
２
０
２
３
年
度
年
度

Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
・
人
工
呼
吸
講
習
会

人
工
呼
吸
講
習
会
」を
開
催

を
開
催

京
都
府
と
の
共
催
で
「
２
０
２
３
年
度

Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
・
人
工
呼
吸
講
習
会
」を
開
催

藤田 　健 亮先生［済生会宇都宮病院］
井上 　　 聡先生［済生会宇都宮病院］
萩原 　祥 弘先生［済生会宇都宮病院］
濱口 　拓 郎先生［済生会宇都宮病院］
丸山 　隼 一先生［福岡大学病院］
川野 　恭 雅先生［福岡大学病院］

文屋 　尚 史先生［札幌医科大学附属病院］
岸本　万寿実先生［札幌医科大学附属病院］
勝田　 　賢先生［東北大学病院］
小野口　邦彦先生［京都府立医科大学ICU］
橋本　 　悟先生［NPO法人ICON］

（順不同）

令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
の
お
見
舞
い
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　令和5年12月20日の予算大臣折衝を踏まえ、令和6年度診療報酬改定に係る改定率が、下記のとおり決定されました。
　令和6年度診療報酬・薬価等改定は、医療費の伸び、物価・賃金の動向、医療機関等の収支や経営状況、保険料などの
国民負担、保険財政や国の財政に係る状況を踏まえ、以下のとおりとされました。（１については令和6年6月施行、2に
ついては令和6年4月施行（ただし、材料価格は令和6年6月施行））

令和6年度診療報酬改定率が決定
診療報酬本体はプラス0.88％で決着

※イノベーションの更なる評価等として、革新的新薬の薬価維持、有用性系評価の充実等への対応を含む。
※急激な原材料費の高騰、後発医薬品等の安定的な供給確保への対応として、不採算品再算定に係る特例的な対応を含む。（対象：
約2,000品目程度）
※イノベーションの更なる評価等を行うため、後述の長期収載品の保険給付の在り方の見直しを行う。

①薬　　価 （国費 ▲ 1,200億円程度）▲0.97％
②材料価格 （国費 ▲ 20億円程度）▲0.02％
合　　　計 （国費 ▲ 1,200億円程度）▲1.00％

2．薬価等

　上記のほか、良質な医療を効率的に提供する体制の整備等の観点から、次の項目について、中央社会保険医療協議会での議論も
踏まえて、改革を着実に進める。
　　・・医療ＤＸの推進による医療情報の有効活用等
　　・・調剤基本料等の適正化

　加えて、医療現場で働く方にとって、令和6年度に2.5％、令和7年度に2.0％のベースアップへと確実につながるよう、配分
方法の工夫を行う。あわせて、今回の改定による医療従事者の賃上げの状況、食費を含む物価の動向、経営状況等について、
実態を把握する。

3．診療報酬・薬価等に関する制度改革事項

　長期収載品の保険給付の在り方の見直しとして、選定療養の仕組みを導入し、後発医薬品の上市後5年以上経過したもの又は
後発医薬品の置換率が50％以上となったものを対象に、後発医薬品の最高価格帯との価格差の4分の3までを保険給付の対象と
することとし、令和6年10月より施行する。
　また、薬剤自己負担の見直し項目である 「薬剤定額一部負担」 「薬剤の種類に応じた自己負担の設定」 「市販品類似の医薬品の
保険給付の在り方の見直し」 について、引き続き検討を行う。

4．医療制度改革

各科改定率　 医科  ＋0.52％
　　　　　　 歯科  ＋0.57％
　　　　　　 調剤  ＋0.16％

（1）うち、（2）～（4）を除く改定分 ＋0.46％

40歳未満の勤務医師・勤務歯科医師・薬局の勤務薬剤師、事務職員、歯科技工所等で従事する者の賃上げに資する措置分
（＋0.28％程度）を含む。

（4）うち、生活習慣病を中心とした管理料、処方箋料等の再編等の効率化・適正化 ▲0.25％

1．診療報酬 ［国費800億円程度（令和6年度予算額。以下同じ）］＋0.88％

うち、看護職員、病院薬剤師その他の医療関係職種（上記（1）を除く）について、令和6年度にベア＋2.5％、令和7年度に
ベア＋2.0％を実施していくための特例的な対応

（2）
＋0.61％

うち、入院時の食費基準額の引き上げ（1食当たり30円）の対応（うち、患者負担については、原則、1食当たり30円、低所得
者については、所得区分等に応じて10 ～ 20円）

（3）
＋0.06％

2024年（令和 6年）1月31日 京都府病院協会ニュース 第25号（4）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Perceptual
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.05000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.05000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.08333
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


